
美心会だより 第８３号＜２＞

次いで登場している。デサントの「RY ４００」は、

”オフタイムのリカバリー”をコンセプトにしている。

体の各部位にかかる適切な着圧が疲労回復を促す。ス

ポーツ中に休憩したり、ビジネスで長時間移動したり

する際に着ることを想定している。

血行をよく

ゴールドウインは「C３ fit（シースリーフィット）」

シリーズから疲労回復に焦点を当てた「マグフロー」

を販売している。肩甲骨に６カ所、両腕に１カ所ずつ

あたるようにネオジウム磁石を配置しており、磁力の

効果で血行をよくすることで、疲れによる筋肉のこり

やハリを解消するという。

アンダーアーマーが６月に発売したリカバリースリ

ープウェア「UA TB12」はアメリカンフットボール

のトム・ブレイディ選手と共同開発した。ウェアの裏

地にある特殊な粒子の効果で体の内部を温める。眠り

の質を高め、疲労回復を促進するという。

魚や大豆などの食品に含まれるマグネシウムを多く

摂取する人は、心筋梗塞を発症するリスクが約３割低

いとする調査結果を国立がん研究センター（東京）な

どがまとめた。マグネシウムの摂取量と心筋梗塞のリ

スクの関連が明らかに

なるのは国内で初めて。

マグネシウム不足は

血圧上昇や動脈硬化に

つながり、心筋梗塞の

原因になりうる。１日当たりの摂取量の目安は、成人

で男性３２０～３７０㍉・㌘、女性２７０～２９０㍉

・㌘。絹ごし豆腐だと１５０㌘で６０～７０㍉・㌘摂

取できる。調査は１９９５年と９８年に４５～７４歳

だった男女約８万５０００人が対象。食事の内容や頻

度などからマグネシウムの摂取量を推計し、心筋梗塞

発症との関連を調べたところ、約１５年間の追跡期間

中、１８３人が心筋梗塞を発症した。

対象者を摂取量に応じて五つのグループに分ける
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と、マグネシウム摂取量が一番多いグループの発症リ

スクは、一番少ないグループより男性で３４％低かっ

た。同様に女性も２９％低かった。分析を担当した国

立循環器病研究

センター（大阪）

の小久保喜弘・

予防検診部医長

は、「心筋梗塞の

予防が期待で

きるので、マグネ 冬は豆腐を使った鍋料理

シウムの多い魚や豆腐、海藻などを積極的に取り入れ

た食生活を心がけてほしい」と話している。

お願いしていた文化祭アンケートの結果がまとまっ

た。回答者が８名と少なかったのは残念。

１．練習開始時期 適切８名、２．発表内容 大変良

かった８名、４．リハーサルについて 参加して良か

った８名、といずれも好評だった。

５．練習

・発表参加

者について

は右図のと

おり。

６．発 表

当 日につい

ては、左図

のとおりだ

った。

全体をとお

して、＊美

心会の腹式

呼吸が観客

と一体になったのは素晴らしい。＊楽しくできま

した。見学の方も 参 加 で き て 良 か っ た と思いま

す。 ＊ 舞 台 が 大 変 滑 り 易 か っ た 。 毎 回 「 す

べ り 」 具 合 は 同 じ く ら い な の で し ょ う か ？

＊ 照 明 は 大 変 気 に 入 っ た が 、 他 の 団

体 の 意 見 を い ず れ 知 り た い 。 な ど の

意 見 が 寄 せ ら れ た 。




